
八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会報告書

平成２３年３月３０日

八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会



八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会の協議内容について（報告）

平成２３年３月３０日　

　青森県教育委員会

　　教育長　　橋　本　　都　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　熊　谷　　祥　生

　本統合準備委員会で、これまで協議した内容を、次のようにとりまとめましたので報告

します。



１．統合準備委員会の設置趣旨及び協議について

２．統合準備委員会での協議事項及び対応方法について

　Ⅰ　募集停止となる八戸南高校の教育活動の充実を図ること

①

②

　（２）県教育委員会に対する要望事項

①

②

　年度に県立八戸北高等学校（以下「八戸北高校」という。）と統合となることから、

　募集停止となる八戸南高校の教育活動の充実や統合先となる八戸北高校との円滑な連

　携を図るために、両校の教職員、後援会等学校関係団体の代表者、地域の関係者を委

　員として設置されたものです。

　　以下は、統合準備委員会で協議を行った内容です。

協議事項

　成２０年に策定した県立高等学校教育改革第３次実施計画において、平成２３年度に

　に県立八戸南高等学校（以下「八戸南高校」という。）が募集停止となり、平成２５

　　八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会(以下「統合準備委員会」という。)は、平

　（１）八戸北高校との協議事項

　各種証明書等の手続きについては、申請の仕方等を八戸
北高校ＨＰに八戸南高校卒業生向けのコーナーを設け、周
知しますので八戸南高校でもそのことを在学生や卒業生に
伝えていただきたい。

　八戸南高校卒業生の教育
実習の受け入れについて、
今後、協議を進めていきた
い。

　八戸南高校卒業生の教育実習の受け入れについては、八
戸北高校卒業生と同じ対応として考えていくこととします
が、実習教科や実習希望者数によっては、本校だけで受け
入れができない場合も考えられることから、両校と県教育
委員会で、このような場合の対応について、今後、協議を
進めます。
　また、両校の教育実習生の申込方法等が違うことから、
統一的な基準を設けて､学校のＨＰで周知を図っています。

対応方法

協議事項 対応方法

　統合後の八戸南高校卒業
生への各種証明書等の手続
きについて、今後、協議を
進めていきたい。

　募集停止となっても、現
在と同じ教育を維持できる
よう職員の配置に配慮をお
願いしたい。

　23・24年度の学年が欠けた場合を想定した教員配置を検
討してもらい、各年度の人事協議の際に伺います。
　教員配置については、要望内容及び県立学校職員人事異
動方針を踏まえ､学校の実情等を勘案しながら検討します。
　なお、23年度の教員配置については、学校で検討した内
容を踏まえ、22年度の人事協議の際に具体的な学校の状況
を聞きながら、教員配置を考えることとします。

　統合後の八戸南高校卒業
生に対する各種証明書の発
行については、県教育委員
会においても配慮をお願い
したい。

　25年度に県教育委員会ＨＰに八戸南高校卒業生向けのペ
ージを作成することとし、証明書発行手続き等に係る連絡
先を掲載します。
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③

④

　Ⅱ　統合先となる八戸北高校との円滑な連携を図ること

　（１）八戸北高校における教育方針、教育目標への八戸南高校の教育理念の引継ぎに

　　　ついて

①

　（２）八戸南高校の特色ある教育活動の引継ぎについて

①

②

　（３）八戸南高校の沿革に係る資料等の引継ぎ及び八戸北高校での保存・管理につい

　　　て

①

　原級留置の生徒が出た場
合の配慮をお願いしたい。

　原級留置の可能性がある生徒がいる場合の対応について
は、学校での生徒に対する指導及び保護者との話し合いを
丁寧に行ってもらうことが基本となります。
　その上で、やむを得ない事情により、原級留置が確実と
なる場合には、今後の進路について学校から生徒及び保護
者に説明をして、その生徒及び保護者に進路変更を選択し
てもらうことと考えております。
　なお、他の県立高校からの転入生の受け入れについては､
各県立高等学校長に権限があることから、県教育委員会と
しては、予め県高等学校長協会に対して協力要請をすると
ともに、他の県立高校への転学を希望する生徒がいる場合
には、その事案毎に状況等を確認した上で、関係者間の連
絡調整を図ります。

協議事項 対応方法

　八戸南高校卒業生の教育
実習の対応については、八
戸北高校での対応だけでは
なく、県教育委員会として
も配慮をお願いしたい。

　県高等学校長協会役員会で教育実習の協力要請について
説明をして、各地区の校長会での協力要請についての説明
も依頼しております。また、各県立高等学校長に文書での
協力要請もしております。今後、この事案が生じた場合に
は、関係する各県立高等学校長に連絡し、教育実習生の受
け入れについて、協力を要請します。

　八戸南高校の校訓の精
神、考え方の引継ぎについ
て

　八戸南高校の校訓の精神を取り入れた教育目標に、平成
25年度から変更します（※付属資料６頁参照）。

協議事項 対応方法

　毎年５月と１０月に実施
しているボランティアデー
について

　５月と10月のボランティアデーの内容をそのまま実施す
ることは、移動手段等を考慮すると難しい状況です。また､
八戸北高校の修学旅行やＳＳＨ行事の日程を考えると、現
在と同様に実施するのは無理な状況です。
　なお、清掃活動等に関しては、その精神を受け継いで実
施することができるか、今後検討します。

　毎年１０月に実施してい
る大須賀海岸での耐久レー
スについて

　耐久レースに関しては、体育の時間を使って走る練習な
ども必要であり実施が難しいと考えています。

協議事項 対応方法

　メモリアル的な物品など
を置いて、半永久的に保管
する展示室的な部屋の確保
について

　創立50周年記念事業として八戸北高校後援会が建設する
生徒会館に、約120㎡の資料室、約130㎡の収蔵室を作り、
八戸北高校と八戸南高校の資料等を展示、収蔵する計画で
す。
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②

　（４）八戸南高校の施設、設備の有効活用について（八戸南高校におけるメモリア

　　　ル的な施設、設備、物品についての意見集約）

①

　（５）八戸南高校の関係団体の今後の在り方について

①

協議事項 対応方法

　「校訓碑」は、この土地
にあってのものなので、是
非、現南高校の跡地の一部
を確保して保存して欲し
い。

　学校から提出された略図、写真により、特定された「校
訓碑」の場所と、やむを得ず「校訓碑」を移動することと
なった場合の候補地について、今後の跡地利用の検討の際
には、教職員課で要望していきます。
　なお、跡地利用の検討状況によって、「校訓碑」を移動
することとなった場合には、八戸南高校の同窓会等の関係
者へ連絡した上で、進めることとします。

　八戸北高校ＨＰに、八戸
南高校卒業生が証明書等の
発行依頼の際の事務手続き
の掲載及び八戸南高校同窓
会に関しての情報を記載す
ることについて

（八戸北高校対応）
　各種証明書等の手続きについては、申請の仕方等は八戸
北高校ＨＰに、八戸南高校卒業生向けのコーナーを設け周
知します。
　同窓会に関しては、八戸北高校では同窓会のＨＰと学校
ＨＰとは独立していますが、八戸南高校の同窓会に係る連
絡先等についても、学校ＨＰの八戸南高校卒業生向けのコ
ーナーに掲載します。

（県教育委員会対応）
　25年度に県教育委員会のＨＰに八戸南高校卒業生向けの
ページを作成することとし、証明書発行手続き等に係る連
絡先を掲載します。

　②教員配置について、統合後、暫くの間は、八戸南高校の教員を八戸北高校に異動さ

協議事項 対応方法

　同窓会については、自主
的に運営していくが、八戸
北高校内に総会の際の資料
準備等に係る窓口（渉外
部）を置くことについて

　八戸北高校では同窓会は学校から独立して運営されてい
るため、渉外部は資料準備等、同窓会の業務には一切関係
していません。また、ＳＳＨ指定校のため、ＳＳＨ推進委
員に専従３名を充てており、創立50周年を控えながらも、
渉外部員は主任１名というのが現状です。このような本校
の事情から、八戸南高校同窓会の窓口を本校渉外部に置く
のは無理な状況です。
　よって、本校の同窓会の運営方法等について情報を提供
しますので、八戸南高校同窓会については、独立した運営
方法を検討していただきたい。

３　各委員からの主な要望・意見等について

　①年々在籍生徒数が減少して行く中で、生徒達にみじめな思いや不自由な思いを少し

　　でもさせないようにして、誇りを持って卒業できるように考えて欲しい。

　　せるなどして、卒業生への対応を考えてもらいたい。
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　　しい。

　⑬今後、跡地利用を検討する場合には、同窓会等の関係者にも説明した上で進めて欲

　④教員配置については、教科指導や進学指導などの質の部分が低下しないように考え

　　学校をなんで無くするのかという意見も多々聞かれる。

　⑥八戸南高校のボランティア活動は、場所的なものがあるので、そのままという形で

　⑩部活動において、１つでも２つでも合同で練習や試合をして、統合に係る意識付け

　　をすべきではないか。また、経費負担も軽減できるのではないか。

　　うな形で教員の配置をお願いしたい。

　③教員配置については、減少した生徒に対する教員数ではなく、教育が充実されるよ

　⑤八戸南高校のボランティア活動は、地域で、すこぶる評判が良い。このような良い

　　活動して行く考えである。

　　はなく、精神を受け継いで欲しい。

　　ある一画を何らかの形で確保して欲しい。

　⑦今後は、八戸南高校の地元である鮫地区を八戸北高校の地元の一部として考えて欲

　　しい。

　⑫統合準備委員会と並行して、跡地利用も協議できないか。跡地には、県有施設で考

　　えられないか。跡地には、八戸東高校を移転するのが一番の解決策である。

　⑪卒業生の心の拠り所として、校訓碑を八戸北高校に移設するのではなく、校訓碑が

　⑯県教育委員会ＨＰに八戸南高校同窓会ＨＰのリンクを貼ってもらいたい。

　　できれば良いと考えている。

　⑧教育活動は、授業だけではないとの話から、この場での話しだけではなく、両校の

　　生徒が一緒になって何かに臨むということがあっても良いのではないか。

　　てもらいたい。

　⑮統合準備委員会とは別に、同窓会同士での情報交換会を行い、同窓生同士の交流が

　⑨統合となる平成２５年度からの話だけではなく、今からでも部活動などは工夫をし

　　て、一緒に活動できれば、統合の意識付けができるのではないか。

　⑭同窓会については、八戸北高校と統合するというのではなく、独立した団体として
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３　八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会の協議経過

４　八戸南高校の教育理念の引継ぎについて

１　八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会設置要綱

２　八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会委員名簿

付　　　属　　　資　　　料
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八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会設置要綱

（設 置）

第１ 募集停止となる青森県立八戸南高等学校（以下「八戸南高校」という。）の教育活

動の充実や統合先となる青森県立八戸北高等学校（以下「八戸北高校」という。）との

円滑な連携を図るため、八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会（以下「統合準備委員

会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２ 統合準備委員会は、統合に関する課題について協議、検討し、青森県教育委員会教

育長（以下「教育長」という。）に報告する。

（組 織）

第３ 統合準備委員会は、１８人以内の委員で組織する。

２ 委員は、別記１に掲げる者のうちから教育長が委嘱する。

３ 必要に応じて、両校の校長が協議の上、両校の教員による準備部会を設置することが

できる。

（任 期）

第４ 委員の任期は、委嘱した日から平成２３年３月３１日までとする。ただし、委員が

欠けた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（委員長等）

第５ 統合準備委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。

２ 委員長は、統合準備委員会を主宰する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、

その職務を代行する。

（会 議）

第６ 統合準備委員会の会議は、委員長が招集する。

２ 統合準備委員会の会議の進行役は、別記１の委員の５に該当する委員が務めるものと

する。

（庶 務）

第７ 統合準備委員会に係る庶務は、青森県教育庁教職員課（以下「教職員課」という。）

及び両校において処理する。

（その他）

第８ この要綱に定めるもののほか、統合準備委員会の運営に関し必要な事項は、別に定

めるものとする。

附 則

この要綱は、平成２１年８月２０日から施行する。
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別記１

統合準備委員会

委 員 長 八戸北高校の校長の職にある者

副委員長 八戸南高校の校長の職にある者

委 員 １ 八戸南高校及び八戸北高校の教頭及び事務長の職にある者

２ 八戸南高校及び八戸北高校の教職員で校長が特に必要と認める者

３ 八戸南高校及び八戸北高校のＰＴＡ、同窓会、後援会の各団体の代表として

両校の校長が推薦した者

４ 八戸南高校及び八戸北高校の地域の関係者の代表として両校の校長が推薦し

た者

５ 教職員課の課長代理の職にある者



氏　　名 備　　考

1 学校職員 校長 宮野　明 副委員長

2 学校職員 教頭 野村　浩治

3 学校職員 事務長 山之内　栄美子

4 学校職員 教務主任 高橋　謙一

5 ＰＴＡ代表 会長 松舘　重夫

6 後援会代表 副会長 髙見　健二

7 同窓会代表 会長 山田　知

8 島守　賢

9 学校職員 校長 熊谷　祥生 委員長

10 学校職員 教頭 赤坂　寿 ※平成２１年度は、小野崎　龍一氏

11 学校職員 事務長 石井　裕子

12 学校職員 教務主任 小田　耕司

13 ＰＴＡ代表 会長 笹田　公烈

14 後援会代表 理事長 泉山　元

15 同窓会代表 会長 藤井　和人

16 山子　則男

17 教育庁職員 課長代理 安田　正司 進行
※平成２１年度は、三上　盛一氏

教職員課

八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会委員名簿

区　　分

八戸南高校

地域の関係者

八戸北高校

地域の関係者
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　　　　　　　八戸南高校から出された協議項目に対して、八戸北高校及び県教育委員

　　　　　　会で検討した対応方法を説明し、その内容について確認を行った。

　　開催日：平成２２年　７月　２日（金）

　　場　所：県立八戸南高等学校会議室

　　出席者：委員１６名及び事務局５名（泉山委員欠席）

　　議　事：統合準備委員会での協議事項に対する対応方法の説明

　　　　　　　　③八戸南高校の沿革に係る資料等の引継ぎ及び八戸北高校での保存・

　　　　　　　　　管理について

　　　　　　　　④八戸南高校の施設、設備の有効活用について

　　　　　　　八戸南高校から、第１回で確認した協議事項に基づく、具体的な協議項

　　　　　　（２）統合準備委員会の協議事項の説明

　　　　　　　　⑤八戸南高校の関係団体の今後の在り方について

　　　　　　　　　統合準備委員会で想定される協議内容を説明し、大枠となる協議事

　　　　　　　　項の設定について了解を得た。了解を得た協議事項は、次のとおりで

　　　　　　　　ある。

　　　　　　　　①八戸北高校における新たな教育理念等の構築について

　　　　　　　　②八戸南高校の特色ある教育活動の引継ぎについて

八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会の協議経過

　　　　　　　　　統合準備委員会の設置経緯、設置趣旨等を説明し、今後、協議して

　　　　　　　　いくための共通理解を図った。

【第２回】

　　開催日：平成２２年　２月２２日（月）

　　場　所：県立八戸北高等学校会議室

　　出席者：委員１５名及び事務局５名（山田委員、泉山委員欠席）

　　議　事：統合準備委員会の協議事項の説明

【第３回】

　　　　　　目を説明してもらい､今後､対応を検討するため内容等の確認を行った。

【第１回】

　　開催日：平成２１年１２月２１日（月）

　　場　所：県立八戸南高等学校会議室

　　出席者：委員１６名及び事務局５名（島守委員欠席）

　　議　事：（１）統合準備委員会の設置趣旨の説明
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　　　　　　　　に、これまで説明した対応方法について、補足説明をし、その内容に

　　　　　　（２）報告書案の確認

　　　　　　　　　報告書案を説明し、その内容について確認を行った。

　　　　　　　　　第４回の統合準備委員会で質問があった件について説明するととも

　　　　　　　　ついて確認を行った。

　　　　　　　第３回の統合準備委員会で説明した対応方法について、修正及び追加し

　　　　　　た内容を説明し、その内容について確認を行った。

　　出席者：委員１６名及び事務局５名（藤井委員欠席）

　　議　事：（１）統合準備委員会での協議事項に対する対応方法の説明

　　場　所：県立八戸北高等学校会議室

　　出席者：委員１６名及び事務局５名（泉山委員欠席）

　　議　事：統合準備委員会での協議事項に対する対応方法の説明

【第５回】

　　開催日：平成２３年　２月１４日（月）

　　場　所：県立八戸南高等学校会議室

【第４回】

　　開催日：平成２２年１１月　８日（月）
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［平成２２年７月２日開催の八戸南高校・八戸北高校統合準備委員会（第３回）で配付した資料２］ 

 
 

八戸南高校の教育理念の引継ぎについて 

                           

２－（１）－① 

「八戸南高校の校訓の精神、考え方の引継ぎについて」 

   本校は校訓がないのが特色なので、校訓を新たに作ることはできないが、八戸南高校

の校訓の精神を取り入れて、現在の本校の教育目標に下線部分（南高校の校訓）を付け

加え、八戸南高校の校訓の精神を引き継いでいくことが考えられる。 

 

（1）自主的精神に充ち、謙虚に学んで、豊かな教養を身につけた人間を育成する。 

（2）個人の価値を尊び、敬愛の念をもち、協調性に富む人間を育成する。 

（3）常に全体の一員であるという自覚をもち、責任と恩義を重んずる人間を育成する。 

（4）心身の健全なる発展を図り、公正なる判断力を養い、己の道に徹し、進んで実行す 
る人間を育成する。  

 
（参考） 

  ○八戸南高校の校訓 

    一．謙虚に学ぶべし 
    一．己の道に徹すべし 

    一．恩義を重んずべし 

 
  ○八戸北高校の教育目標 

（1）自主的精神に充ち、豊かな教養を身につけた人間を育成する。 
（2）個人の価値を尊び、敬愛の念をもち、協調性に富む人間を育成する。 

（3）常に全体の一員であるという自覚をもち、責任を重んずる人間を育成する。 

（4）心身の健全なる発展を図り、公正なる判断力を養い、進んで実行する人間を育成 

する。  
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